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芳賀 理彦
世界の様々 な事象を ｢記号+ と して認識し､ 分析する､ そも そも披ソ シ ュ ー ル ､ パ ー ス
に よ っ て 提出された ｢記号論+ とい う学問領域臥 既成の諸学問領域の過度 の専門化に対
する反 臥 批判として ｢学際化+ が諒われるなかで こ れまで急速に発展を遂げ､ 様々 な学
問分野 へ と適用されて きたが ､ ｢記号+ の概念の多様さ､ その研究領域の広範さ故に学問
体系として統合する こ とが困難となり､ 現在非常に錯綜し､ 潅乱 した状況 にある｡ 記号論
が扱う研究対象臥 自然言語から､ 芸術 一 般､ 医学的､ 心理学申現象､ マ ス コ ミ､ 動物間
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に至 るまで ､ 実に多岐にわた っ て い るが､ それ ら文化的事象全て を
｢記号体系+ と見な し､ そ の 構造と機能を明らかにし､ それらを包括する文化 の類型論を
構築 しようと試みたの が､ モ ス ク ワ ｡ タ ル トウ学派の ｢文化記号論+ で ある｡
初期に臥 研究対象はも っ ば ら言語学､ 文学に限られて い たもの の ､ 次第に文化現象 一
般を扱うようになり､ 文化その もの を諸記号体系の集合体､ 包括的な記号モ デル 体系で あ
ると認識するに至 っ たモ ス ク ワ ･ タル トウ学派の 一 つ の 到達点と言えるの が､ 学派の第 一
人者で あ っ た ユ - リ ー ･ ミ ハ イ ロ ヴイ チ ｡ ロ トマ ン の 提示 した ｢記号圏+ の概念で ある ｡
従 っ て ､ ありとあ らゆる言語それぞれが､ あ る記号空間の なかに浸 っ て おり､ その
記号空間との相互作用 の結果初めて言語吐機能する こ とがで きるの で あ る ｡ 個々の
言語で はなく､ 所与 の 文化に 固有の記号空間全体を 一 つ の機能メカ ニ ズ ム ､ すなわ
ち記号現象の - 単位と して考えなければならな い . そ して こ の 記号空間を我々 臥
記号圏と定義する｡
(Lotm a n, 1 9 9 6:165; 筆者訳)
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比較的後期1に ､ ロ トマ ン によ っ て 提唱された ｢記号 圏+ とい う概念臥 個々 の記号現
象 (テクス ト､ 言語､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン) の総体で あると同時に､ それ らが存在､ 機能
するための条件で あるような記号空間を意味するo すなわち ､ ｢記号圏+ と臥 所与の時
代に おける､ あらゆ る種類 の テ ク ス ト
.
､ それ を構成する言語､ そ して そ の機能で あるコ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 集合体 の こ とで あり､ 同時一に ､ その コ ミ ュ ニ ケ … シ ョ ン に関与す る送
信者､ 受信者がテ クス トを創造 し､ 解釈するため に共に有して い なければな らない ､ 記号
的経験の こ とで もあるの だo 従 っ て ､ ｢記号圏+ の 外で 払 い かなる言語も コ ミ ュ ニ ケ -
シ ョ ン も存在するこ とがで きない o ロ トマ ン 臥 こ の ｢記号圏+ の定義､ 名称を､ 生物学
者ヴ エ ルナ ッ ツキ ー の ､ 一 方 で は生命物質の総体､ 有機的統 一 を指 し､ 他方で 披生命が存
在 し続けるため の条件を意味する ｢生物圏+ の定義に拠 っ て い る｡
い わば記号圏と 臥 所与の時代､ 文化 の 総合的全体図の こ とで ある の だが､ こ れは決し
て ス タデ ィ ヅ ク な共時態として捉えられる べ きで はない o ロ ト マ ン に よる と､ 記号圏の特
徴臥 まずその ｢異質性+ にあるとい うo 記号空間内部は､ 実に様々な性質を持 っ た諸言
語で満たされて おり､ それ らは相関関係にはあるの だが､ それ ぞれが異な っ たシ ステ ムを
持 っ て おり､ 相互に完全に翻訳可能なも の もあれば､ 翻訳不可能なも の も ある｡ また ､ そ
れ ぞれ の 言語臥 それぞれに異な っ た周期で変化して い くo 例 えば､ 洋服 の 流行駄 文学
言語の それ とは比 べ もの にならない 速さで変遷して い くもの
.
だ し､ 絵画の領域における ロ
マ ン主義と､ 建築の 領域におけるロ マ ン 主義と辻同期しない もの で あ る｡ 従 っ て ､ 記号圏
のあ る領域にお い て はロ マ ン 主義の詩学がまだ生きながらえて い ると きで も､ 別の領域で
は既にも っ と先まで ､ ポス トロ マ ン 主義的な方向へ と前進して い ると い う こ ともあり得る
の で ある o (Lotm a n, 1 9 96)
さらに こ の 記号圏の 発展段階におい て 臥 外部からの 干渉､ つ ま りそ の記号圏の範囲外
に存在して い る文化 の側から持ち込まれたテク ス トの侵入が大きな役割を果たす｡ その 外
部から侵入したテクス ト､ ある い は文化全体が､ 所与の文化と衝突を起 こ し､ そ こ に撹乱
的な作用を及ぼし､ その 文化の発展過程をある種規定して い くの で あ る｡ こ の よう に､
様々な言語が相関関係にあり､ ときには衝突しながら文化を形作 っ て い く記号圏の イメ ー
ジを､ ロ トマ ン は博物館の ホ ー ル になぞ らえて い る｡
1 ロ トマ ン個人の 書誌を見る限りで 臥 最抑こ ｢記号圏+ なる語が登場するの 臥 1 9 8 4年 の論文 ｢記号圏に つ
い て+(
``O ceM HC* pe･ ” Tp y2TBI H O3E aK OB L M Cm C7t 加配M･ 1984,1 1 7:5-23･)にお い て で ある .
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共時的切断面におい て得られる､ ある種 の統 一 的な世界と して博物館の ホ ー ル を想
像して み よう｡ そこ で 娃 ､ 様々 な陳列ケ ー ス に､ 種々 の時代 の展示 品が並 べ られて
お り ､ よく知られて い る言語やあまり知られ て い ない 言語を用い た題名､ 解読の た
め の 説明､ 専門家によ っ て作成された展覧会の説明文､ 見学コ ー ス の 地図､ そ して
来館者の観覧心得が掲示され て い るo こ の ホ ー ル に､ さ らに見学ガイ ド､ 来館者を
加え ､ こ れ ら全 て を 一 つ の メカ ニ ズム と して (ある意味 で､ 全て これ らが存在 して
い るも の として)考えて み ようo 記号圏の イメ ー ジが得 られ る だろう｡ そ の 際､ 記
号圏の 全て の諸要素が､ 静的で はなく､ 活動的､ 動的な相関関係にあり､ 絶 えず相
互 の関係の 公式を変化させ て い るの だという こ と を見落として はならな い ｡
(Lotm an ,1 9 9 6:1 6 8;筆者訳)
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こ の ｢異質性+ に加え､ 記 号圏 の構造の もう 一 つ の 特徴 臥 記号圏の中心と周辺との
｢不整合性+ ､ すなわち記号圏の中心におい て構築される､ 構造的に秩序だ っ た言語と周
辺における個人的で未だ錯綜して い る言語との ｢不整合性+ にある｡ ロ トマ ン によると､
記号圏内部におい て 臥 言語学的側面､ 政治的側面､ ま た文化的側面と､ い ずれの場合で
も､ 中心 における言語の自己記述過程とその周辺 へ の 拡大化というメカ ニ ズ ム が存在す
るo こ れ は､ 記号圏内部が過剰に多様で ある こ との 恐怖､ すなわち､ 体系が統 一 性や 一 貫
性を失 っ て しまい ､ 拡散して しまうの で はな い かとい う恐怖に端を発して い るの だが､ ま
ず､ 記号圏中心におい て ､ 記号体系の構造を組織化しようと､ 自らの文法の作成､ い わゆ
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る記号体系の ｢自己記述+ が行われ るo そ して次に ､ こ の 中心 で作られた規範を記号圏全
体に故大する試み が行 われ るo こ の よう に して ､ 例えば ､ フ ィ レ ン ツ ェ の 方 言はル ネ ッサ
ン ス期にお い てイ タリ ア の文学言語となり､ ロ ー マ の法的規範披全帝国の法となり､ そし
て ､ ル ー ドヴィ ヒ1 4世の 時代 の宮廷 の礼儀は全 ヨ 一 口
L
ツ パ の 宮廷 の礼儀とな っ た の であ
%o (Lotm a n, 19 9 6)
しか し､ こ の 自己記述とそ の拡大化とい うメ カ ニ ズ ム に よ っ て作り出された世界の構図
披非常に複雑な様相を呈す o 記号 圏 の 中心 で自己記述によ っ て作 り出された理念的規範
臥 記号圏周辺に 釦 ､て 故実在する記号的現実と必ずしも対応するわけで は なく､ ときに
放そ の 規範に そ (･ わ な い現実を ｢存在しな い も の+ だと見なすこ ともあ り得 る｡ その結
果 ､ 記号的に画 一 化 され ､ 同 一 色で 塗り つ ぶ され た記号圏の 上層 レ ベ ル と､ 多種多様な傾
向で清ちあふれ ､ 多様な色彩で彩 られ た下層 レベ ル との ｢不整合+ ､ すなわ ち中心と周辺
との ｢不整合+ が生 じる の で あるo (Lotm a n, 1 9 9 6)
と こ ろで ､ こ の ｢記号 凱 の概念が ､ ロ シ ア ｡ フ ォ ル マ リス ト の ユ ー リ ー ｡ ト ウイ
ニ ヤ ー ノ フ の ｢体系+ の概念2の 上 に練り上げられて い る こ とは明 らかだが､ 大枠におい
て ､ 西洋の修辞学体系の流れを汲んで おり､ 特にそ の根底に 臥 本来は ｢場所+ と い う意
味で ありながら､ 修辞学にお い て は､ 弁論の主題に適した論証 を探 し出す場所を意味する
topo s[トポス] の概念が横たわ っ て い ると いう こ ともま た見逃して 披な らな い ｡
修辞学にお い て ､ 弁論を創造するための起点となるteclmi [技術] (存在し得るもの､
あるい 臥 存在し得な い もの を産み出す力の思弁的規則) に臥 次の主要な五 つ の 基本操
作が含まれて い るo ｢言う べ き こ とを見出す→ in v e ntio [発見] ､ ｢見出した こ とを順序
立て る→ dispositio [配置] ､ ｢言葉の装飾､ 文彩 を加える+ ･elo cutio [表現法] ､ ｢役者
の ように弁論を演ずる+ actio [行為] ､ ｢記憶力 に頼る+ m
.
e m oria [記憶] ｡ こ の うち
の ｢発見+ の過程にお い て 重要な意味を持 つ トポス 臥 ロ ラ ン ･ バ ル トによ っ て 次の よう
に解釈される｡
トポス
場所とは何かo ア リス トテ レス によれば､ それは弁論における多数の推論が同時に
集まる所で あるo ポ ー ル ･ ロ ワイ ヤル に よれ ば､ 《取り扱うさまざまな題材におい
て用い るあ らゆる証拠の出典としうる 一 般的項目》であるo あるい 臥 《それを参
2 文学の発展 (文学史) の問題 に関して ､ トウ イ ニ ヤ ー ノ フ は､ 文学史の それぞれの時代に存在する文学的状況の 全体 的 構図､ ある特定の形式､ ジ ャ ンルが支配的で ､ そ の他 の形式 ､ ジャ ンル は従属的である とい う全体図を体系として捉え､ 文学の歴史 (進化) を､ ｢異化→ などに よる体系内の諸要素の相対的関係 (どの形式､ ジ ャ ンルが支配的であるのか) の変更､ 再編成である と見なした｡ さらに ､ 基本的に 乱 世界に存 射 る他の 諸系列とは独立して発展する文学系列の ､ そ の発展の方向性 臥 諸系列との相関関係に よ っ て決まるものとした｡
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照する人 々 に､ 主題 に つ い て ､ あ らゆる面からの考え方を思い 出させ る総合的な見
トポス
解》 (ラミ) である｡ (略)場所 臥 したが っ て ､ 論証 その も の で はなく､ 論証を
整理する間仕切りなの で あるo そ こ か ら､ 空間の 観念と貯蔵 の観念 ､ 場所限定の観
念と抽出の観念とを結び つ ける比喰が生れる｡
(Bartbe s, 1 9 7 9:1 0 5-1 0 6)
弁論を構築する際､ まず第 一 に踏まなければな らな い 手順 臥 ｢創造狗+ な ｢発明+ な
どで はなく､ 既に存在 して い るもの から ｢抽出+ する ｢発見+ の 作業で ある｡ その 際､ 論
証を抽出する ｢貯蔵庫+ の 役割を果たすの が､ 弁論の ための素材､ 形式の貯えられた器で
ある トポス で あ っ て ､ こ れはまた､ ｢地域+ ､ ｢あ る鉱石の鉱脈+ ､ ｢圏+ ､ ｢領域+ ､
｢泉+ ､ ｢井戸+ ､ ｢兵器廠+ ､ ｢宝庫+ な どにも例えられる｡ 18世紀まで の あ らゆる
弁論､ 著述臥 こ の貯蔵庫からの抽出物､ つ まり様々 な導入部や結尾 の定句､ ある い 臥
詩的表現､ 法廷 の弁論の ための表現な どによ っ て 成り立 っ て い る の で ある . (Ba rthes,
1 9 7 9)
トポス
場所 臥 したが っ て ､ ア ル フ ァ ベ ッ トがそ うで あるような､ 非常に独特な､ あ の貯
蔵庫をなす o つ まり ､ そ れ 自身で は ､ 意味を持たな い が ､ 選別 ､ 配 列 ､ 現実化に
よ っ て ､ 意 味に協力する形式の集まりをなすの で ある｡
(Ba rthe s, 1 979:10 6-1 0 7)
古典修辞学におけるトポス諭を用 い て ､ エ ル ンス ト クル ツ イ ウス 臥 その著作 『ヨ ー
ロ ッ パ 文学とラテ ン中世』(1 954)に おい て ､ ヨ ー ロ ッ パ 文学の伝統性､ 連続性に つ い て論
じて い るo ヨ ー ロ ッ パ 文学におい て は､ 過去 の 詩人の素材､ 主題､ モ チ ー フ ､ 人物造形､
様々な表現形式な どが､ 現代 の詩人にお い て ､ 現在のも の とな り､ そ こ で新 しい 生命力を
獲得す る例が数多く見られる｡ 例 えば､ ホ フ マ ンス タ - ル は､ 1 7世紀に書かれたカル デ
ロ ンの 一 連の戯曲を基にして ､ 2 0世紀の現代の コ ンテ クス トに照 ら し合わせ ､ 鶏つ も作
品を作り上げた｡ クル ツイ ウス によれば､ こ れ は､ 単なる改作､ 翻案を意味するの で はな
く､ ホフ マ ン ス タ ー ル の ｢融合する想像力+ による自由な改作､ 新たな創造なの であり､
彼臥 過去のもの とな っ て しま っ た硬直した古い形式に､ 新 しい 生命を吹き込んだ のであ
る｡
こ の 精神の錬金術の な かで ､ 受けつ がれ た文化財と文化形式が融け合い ､ 変えら
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れ ､ 新たな高次の革命 - と導かれる ｡ そう い うふう にホ ー プ マ ン ス タ ー ル の 想像力
は ､ 中世 の死 の 舞踏を､ あ るい は (彼 の 『ア リ ア … ドネ』 の なかで) モ リ エ ー ル の
喜劇を､ あるい は最後にカル デ ロ ン の 劇をわがも の とする｡ - これ らの 素材披分解
され ､ 解体され ､ 蒸発 させ られ るo 不適当なもの が排除される ｡ そ して最後に融合
する想像力が新たな形を作り出す｡
(Cu rtiu s, 1 9 69:6 7)
一 旦過去 の もの とな っ て しまい ､ ほとん ど形骸と化して しま っ た､ 古い 芸術様式が､ 別
の 時代､ 文化 におい て再び活性化 し､ その 時代 の新しい ス タイ ル と して認識され､ 芸術的
機能を果たすとい う ､ 芸術 の進化 の プ ロ セ ス に 関す る ､ こ の よう な考え方は ､ ト ウ イ
ニ ヤ ー ノ フ の ｢自動化+ と ｢異化+ の交替に より発展 して い く芸術体系の メ カ ニ ズム の概
念にも既に現れて い るの だが ､ 芸術史を､ 生物学的な進化､ テ クノ ロ ジ ー の 発展 な どとは
全く異なるも の と して捉える ロ トマ ン の 次の言辞からもその ような思考方法を窺う こ とが
で き る｡
生物学における進化的発展は､ 自然淘汰によ っ て 退 け られ た種 の 死滅と結び つ い
て い る o 研究者にと っ て 同時代的で あるも の の み が生命を持 っ て い る技術史にお い
て もある同類の状況が存在する｡ そ こ で は ､ 技術 の 進歩によ っ て使用 され なくな っ
た道具杜 ､ 博物館 の なか に避難所を見出す他はなくなる｡ それ は､ 死んで しま っ た
展示品 と化すの で あ る｡ 芸術史におい て は､ 遠い 過去 に退い て しま っ た時代の文化
に属する作品が､ 生 きた要因として ､ その発展 に積極的に関与 し続ける｡ 芸術作品
臥 ｢死んで+ ､ 廃れ た後に再び復活し､ 現代的な
.
も の ､ も しくは予言的に将来を
示唆するも の にさえな る可能性があるの だ｡ こ こ で ｢働 い て い る+ の 臥 最新の時
代の切断面で はなく､ 文化テ クス トの 全 て の 層な の で あ る｡ (略) 事実上､ 文化の
現実的な記憶として保たれて い るもの は全 て ､ 直接的あ るい は間接的にその共時態
に含まれるので あ る｡
(Lotm a n, 1 9 9 6:1 6 9; 筆者訳)
9BO Jm 岬 0ⅡHO e Pa 3 B町 He a 6HO皿0 和 才 CB E3 aHO C B虻M EPaH He M B耶 O B,
oTB ePrI‡yThIX e C T e CTBeH ‡I LI MOT6opoM ･ Ⅹ耳Be T JIHⅢh TO, qT O CI壬HXPO I柑 O
EC CJIeEOBaTeJIX)･ AnaJIOr 耶 HO e a qeM - TO r=OJIOX eH He a I壬CTOPⅡ 托 Te XH ⅡK H, rue
EHCTPyM eH T, _
B hITe CⅡ eHH LI敦 H3 yrI OTPe6JIeI‡H兄 T eXE 肌 e CKHM ITPO rPe C C O M,
HaXO珊 T y6ex Hqe JI H Ⅱ払B My3 e e･ Off rTPeBPaⅡIa eTC E a MePT BもIB 3KCⅢOHaT. B
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認 C T OPⅠ‡E 玄C EyC C T B a rIPO耳3BeJteH 施兄, O T 王‡O C 月:Ⅰヱ耶 e C鬼, K yⅢ e 那 Ⅲ M B RaJIe監O e
I甲 0 Ⅲ JI O e 3 ⅢO X aM KyJIもTyPあI, rIPOEO乃Ⅹ aⅠO T a BC rBI B Ⅲ Oyqa CT BOBa T も B e ePa3 B m
K a K 3E E Bhle *a KTOPhI. 口po 玄 3 B eEeHH e Ⅲ CEyC CTB a M O X eT (zyM 正Pa Tあ≫ 近 B 王‡OBも
B O 3PO 遜耳aTもC児, 6もIB yC T aPe B I工Ⅸ M, CJleJIa T h C月 C O BPe M eⅠ王Ⅱ h I M 丑Ⅱ拓 JTa x e
I甲 0珪)eT 耶e C監盗 yK a 3 もI B a Ⅸ)叩 M H a6y m e e. 3me c h(xPa6o TaeT≫ He I1 0 C JIeEE 召虚
BPe M e H H O畠 cpe 3, a BC兄 T O JI Hla T e K C T O B KyJIh TyPhL . ‥ n O CyTⅢ 月e J‡aB Ce, q T O
C O月eP遜 逝 T C 兄 B a K Tya n もH O盛 Ⅲa M 3I T 玄 KyJIもTyPh I, 叩 月 M O 施J斑 O rIO CPenO Ba王‡H O
B 亜U IIOl壬a e T C児 B e eC 玄 HXPO 王王Ii王0.
(Lotm a n, 1 9 9 6:1 6 9)
また ､ トポ ス 論を土台と して ､ テ クス トを成立させ るた めの コ ン テ クス トに関する問
産､ つ まり､ テ クス トの認識論的問題に取り組み ､ ｢相互テ クス ト性+ の概念を生 み出 し
た､ ジ ュ リ ア ｡ クリス テ ヴァ も こ の 文脈から外すわけには い かな い ｡
｢相互テ ク ス ト性+ の概念は､ ミ ハ イ ル 4 )†フ チ ンの 文学理論に つ い て検討された論文
(1 96 6) にお い て初めて提示され ､ 彼の ｢対話+ ､ ｢ポリ フ ォ ニ ー 小説+ とい っ た概念
の上 に立脚 して い る ｡ パ フ チ ン比､ ドス ト エ フ ス キ ー の研究の なかで ､ ｢ポリ フ ォ ニ ー 小
読+ の概念を獲得し､ 作家自身の声､ スタイル で作り上げられる ､ い わゆる モ ノ ロ ー グ的
な詩の言葉と､ 様々な語りの ス タイ ル ､ (作家自身の声で はな い)個々の自立した登場人
物､ 意識の対話の場で ある､ い わゆるポリフ ォ ニ ッ クな構造を持 っ た小説の言葉を区別し
た｡ 一 つ の テ クス トに内在する､ こ の相互主体性の考え方を､ ブル ー ム､ ク リステ ヴア ､
リフ ァ テ ー ル らは文学テクス ト ー 般にまで適用さ せて ､ あ らゆるテ クス トは､ 先行する諸
テ クス ト､ 文学 コ ー ドとの内的対話によ っ て成り立 っ て い るの だと見な した｡ すな わち､
文学的言説は､ ある作家の独創的なもの で も ､ その作家に特有なもの で もなく､ 先行する
個々 の テ クス ト､ 一 般的な文学コ ー ド､ 約束事に依存するもの なので ある.
すなわち､ どの ようなテ クス トもさま ざまな引用の モ ザイク と して形成され､ テ ク
ス トはす ベ て ､ もうひと つ の 別 なテ クス トの 吸収と変形にほかならない と いう発見
である｡ 相互主体性と いう考え方にかわ っ て ､ 相互テ ク ス ト性という考え方が定着
する｡
(Kriste v a,19 8 3:61)
ロ トマ ン の ｢記号圏+ は､ こ の ｢相互テ クス ト性+ をさらに文化 一 般まで広げて､ 一 つ
2 2 9
の テ クス ト､ テク ス ト群､ ジャ ン ル な ど､ あ らゆる事象､ 記号現象が､ 互 い に衝突 し､ 融
合 して ､ 新しい テ クス トが生成され て い くメカ ニ ズム を捉えるため に編み出された概念で
あ るとい う こ とが出来る｡
[訳注 - 記号圏の] 境界 臥 他者 の 記号テ クス トを ｢我 々の+ 言語に翻訳す るメ カ
ニ ズム で あ り､ ｢外部の も の + を ｢内部の も の+ へ と 変換する場所で あ る｡ こ れ
臥 他者の テ クス トを､ 異種性を残 しつ つ も ､ 記号 圏の 内部 の 記号に融合す るよう
に変形させ る､ 濠過膜で あ る｡
(Lotm an, 1 9 9 6:1 83; 筆者訳)
rpa- qa - - Ⅹa Ⅱ 宜3 AgⅢePe B OEa 甘e 監CTO B ⅦyX O亜 c e M諏0 Ⅷ Bm f= a児3 h=監<<f= a Ⅲ e鮎
,
M e C TO TPafIC珪'opM aq 放 せB H e I皿斑e r Ox, B O <xB flyTPeⅢ Ⅲ e ex,, 3TO 如 瓜 TP y肘 叫a R
M e M6pa E a, K O T OPa 兄 TPa fI C*opR q HPye T 可yX Ⅲ e T eKCT h I H a C T O JI hKO
,
耶 06ぁⅠ ｡H 斑
B Ⅱ 盗C も防 a 潤 C も B B HyTPeH H Ⅸ) X ) C e RqEO ⅧEy C e M 盗O Ceph I, O C T a Ba 兄Cも, ORflaKO,
捉fI OPOEflhI 脱法.
(Lotm a n, 1 9 9 6:1 83)
あ る ジャ ンル の原則が ､ 別 の ジ ャ ン ル の 法則に従 っ て 再編成され ､ その 上 ､ こ の
｢別 の+ ジャ ン ル が有機的に新しい構造に登録され､ 同時に別 の コ ー ド化体系の記
憶も維持されるとい う こ とにこ そ革新性が見られ る｡
(Lotm a n, 1 9 96:1 8 5;筆者訳)
HoB aTOPC Ⅷ O BTOM Ⅱ C O CTOH T
,
q T OIV - 岬 - 岬 OrO X aHPa ⅢePe CTPa H B a王OTC 兄
Ⅲo 3aKOI‡aM Jq)yr OrO, ITP耶 e M 3T OT <tqPyrO鮎 ⅩaHP OPraH 耶e CEⅡ BrIHC以B a eT C 兄 B
H O ByX) CTPyETyPy 叫OJPOBPeM e王柑 O C OXPa I‡E e T Ⅲ aM ETh 06 H HO魚 c滋CTeM e
EO岬pOBaH u.
(Lotm an, 1 996:1 8 5)
こ の ようにして ､ ロ トマ ン とクル ツ イ ウス が西欧の修辞学体系とい う枠組み の中で結び
つ き､ さ らに臥 ｢相互テ クス ト性+ の概念を提示したクリス テ ヴァ やメ ッ ツ､ バ ル ト へ
と連結して い くような､ 現代思想における体系的な構図を組み立てる こ とが可能となる･｡
2 0世紀の記号論の状況を僻撤する際に重要となるの 臥 こ の ような､ 意識的である､ な
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い に 関わ らず､ 各々 の 研究者が､ 互い に相関関係にあ っ て ､ 影響を及ぼし合 い ながら､ そ
れ ぞれ の 文学理論､ 記号論を構築して い るの だと い う事実で あ る｡ ま た ､ 2 0世紀初頭
に ､ ア ヴ ァ ン ギャ ル ドの芸術家たちととも に ､ 既存の 美学､ 伝統的な詩学を否定 し､ 革新
的な文学研究方法を模索して い たロ シ ア ｡ フ ォ ル マ リス トの 一 人 ､ 卜ウイ ニ ヤ ー ノ フ が唱
えた ｢体系+ の概念が､ ソ シ ュ ー ル の ｢ラ ン グ+ だけで なく､ 実披伝統的な西欧古典修辞
学をも思想的背景と して成立して い るの だとい う こ と披非常に興味深い ｡
* * *
｢記号圏+ と 臥 個々 の 記号現象の総体で あると同時に､ その 記号現象が機能するため
の前提で もある ｢異質+ で ｢不整合+ な記号空間の こ とであり､ その 記号圏 の内部で 臥
それ ぞれ の特色を持 っ た様々 な言語 (記号現象) が相互に連関し合 い､ 大量 の情報が流通
し､ 蓄積され ､ 新しい 情報が生成され ､ 種々 の テ ク ス トが衝突し､ 対話 し合い ､ 並外れた
ダイナミ ッ ク な状況が出来上が っ て い る｡ そ して そこ には､ 実際に現実化して い るテ クス
トだけで なく､ その 文化 の記憶とも い う べ き､ それまで 人類によ っ て作られて き た大 量の
テクス ト､ さ らにこ れから作られるで あろうテ クス トの プ ラ ン まで も が含まれ ､ その 一 つ
の 文化 のメ カ ニ ズム の中で は ､ 加速的に発展する記号的構造と､ 時間的なダイナミズム か
らは除外され ､ 固定化 して い くテ ク ス ト､ 文化が共存し､ 常に せ めぎ合 っ て い るの で あ
る｡
こ の よう な ｢記号圏+ の概念は､ 70､ 80年代以降の ロ トマ ン (タ ル トウ 学派) の関心
が､ テ クス トとテ クス ト外の構造と の関係性の 問題､ 文化全体の 理論的考察､ 記号論用語
を用い た文化の普遍的特性の定義の試み へ と向けられて い っ た中で生 まれ たも の で はある
が､ 基本的には､ やはり トウ イ ニ ヤ ー ノ フ の ｢体系+ の概念を継承 したもの で ある こ とは
間違い なく､ さ らに西欧修辞学の伝統的な体系に根ざし､ クル ツイ ウス や バ ル ト､ クリス
テ ヴ ァ な どと同期 した､ 2 0世紀後半の構造主義に特有の概念で あ ると い う こ と がで き
るo ロ トマ ン は､ テク ス トを取り巻くコ ンテ クス トの 問題を､ こ の ように厳密に規定し つ
つ ､ 議論する こ とによ っ て ､ 文学 (芸術)研究をさらに精微なも の にする事を目指して い
たの だと思 われ る｡ こ の ｢記号圏+ の概念が､ 現代の記号論の領域にお い て どの ような位
置付けを得るの か､ 実際の文学､ 文化テ クス ト研究にどの ような貢献をするの かに つ い て
は､ さ らに検討が必要で ある｡
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